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五
月
二
土

ハ
日
、本
市
力
舞
 
‘・

台
と
な
る
N
H
K
銀
河
テ
レ
ビ

小
説
「
素
晴
ら
し
き
帰
郷
」
の

出
演
者
が
市
役
所
を
訪
れ
、
森

田
市
長
を
表
敬
訪
間
し
、
約
」
1
 

十
分
に
わ
た
っ
て
歓
談
し
ま
し
た
。
 

表
敬
訪
問
し
た
の
は
同
テ
レ
 
「
・

ビ
小
説
で
主
役
を
演
じ
る
吉
幾

三
さ
ん
を
は
じ
め
、
相
手
役
の

浅
茅
陽
子
さ
ん
の
ほ
か
、
脚
本

家
の
高
橋
正
囲
さ
ん
、
吉
さ
ん
 
（・

の
両
親
役
の
下
条
正
己
さ
ん
、
 

，
 

風
見
章
子
さ
ん
と
中
村
竹
弥
さ

ん
、
羽
賀
研
二
さ
ん

（
弘前
市

出
身
）
の
六
人
で
、
 一
行
は
同

月
二
十
二
日
に
五
所
川
原
市
に

入
り
、
梅
田
、
毘
沙
門
小
の
相

撲
場
、
川
端
町
、
五
所
川
原
駅
 
一
・

な
ど
で
二
十
七
日
ま
で
撮
影
を
 

行
い
ま
し
た
。
 

。
 

こ
の
日
は
、
 ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 
二

の
合
い
間
を
縫
っ
て
の
訪
問
で
、
 

一
行
は
森
田
市
長
か
ら
市
の
概

要
な
ど
の
説
明
と
激
励
を
受
け
 
．
 

ま
し
た
。
 

・
！
」
 

「素
晴
ら
し
き
帰
郷
」
は
、八

月
二
十
九
日
か
ら
連
続
十
五
回
、
 

午
後
十
時
二
十
分
か
ら
四
十
分

ま
で
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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市の人口 総数51,527人（男24,683・女26,844）世帯数15,079 ( 5 月31日現在） 	（毎月2回 1日・15日発行） 

森田市長（中央）を囲む吉幾三さん（右から3人目）、浅茅陽子さん（左から3人目）、下条正巳さん（左） 
中村竹弥さん（左から2人目）、風見章子さん f右から2人目）、右は脚本家の高橋正囲さん 

市 民 憲 章 （昭和59年10月I日制定） 

昭和63年 	わた＜したちの先人は、不擁不屈の五所川原 

し柘・665 	胃警話醜禁鷲警勃課裂呈 
に 上げました。 

6 
二 わた＜したちは、この伝統を継承し、広 

-15 い「薫襲難範 CS 

⑨心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

⑨自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜りますし 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、倉憶と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 

，
 

毎
号
と
じ
？
 
え

で
く
だ
さ
い
。
 

き
っ
 

 と
お
役
に
立
ち
ま
す。
 

 
・
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昭和64
年度 三曹夢 言舞 

胃」重点事業説明会を開く 

昭和63年（1988年）6 月15日 

中
核
都
市
と
し
て
、
リ
ー
ダ

ー
 

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と

に
対
し
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
今
後
一
層
経
済
水
準
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
菊
池
総
務
部
長

の
司
会
で
市
の
関
係
部
長
が
事

業
の
内
容
を
説
明
し
、
そ
の
後
、
 

県
の
関
係
部
長
か
ら
各
事
業
に

つ
い
て
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
 

最
後
に
北
村
知
事
が
「
津
軽

半
島
地
域
の
発
展
の
た
め
、
一」
 

れ
ら
の
事
業
が
でき
る
だ
け
促

進
さ
れ
る
よ
う
、
国
に
働
き
か

け
て
行
き
た
い
」
と
総
括
し
、
 

吉
岡
助
役
が
お
礼
の
こ
と
ば
を

述
べ
て
説
明
会
を
終
了
し
ま
し

た
。
 

な
お
、
市
は
県
首
脳
部
（
の

説
明
を
行
っ
た
翌
日
の
四
日
に
 
 

は
、
地
元
選
出
の
成
田
、
浅
川

両
県
議
、
六
日
の
午
前
に
は
、
 

国
、
県
出
先
機
関
、午
後
に
は

商
工
会
議
所
、
青
年
会
議
所
や

農
業
団
体
な
ど
に
対
し
説
明
会

を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
 

前
号
（
六
六
四
号
）
で
紹
介

し
た
七
件
の
事
業
に
つ
い
て
の

回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
五
所
川
原
大
橋
建
設
事
業

同
僑
は
昭
和
六
十
二
年
度
で

桁
製
作
及
び
架
設
を
完
了
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と

も
、
早
期
完
成
に
努
力
す
る
。
 

▽
国
道
一
〇
一
号
・
「
三
一
九号

の
一
方
通
行解
除
に
つ
い
て

昭
和
六
十
四
年
に
五
所
川
原

大
橋
の
供
用
が
子
定
さ
れ
て

お
り
、
交
通
流
量
の
変
化
が

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
交
 

通
規
制
全
般
に
つ
い
て
総
合

的
に
見
直
し
を
検
討
す
る
。
 

▽
津
軽
自
動
車
道
の
早
期
着
工

国
に
お
い
て
昭
和
六
十
二年

度
よ
り
基
礎
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
同
路
線
の
早
期
着

工
に
つ
い
て
国
（
働
き
か
け

る
。
 

▽
農
道
空
港
調
査
地
区
の
指
定

市
町
村
や
農
業
団
体
と
協
議

し
な
が
ら
、
農
道
空
港
の
必

要
性
や
調
査
地
区
等に
つ
い

て
検
討
す
る
。
 

▽
国
立
「
防
災
科
学
技
術
セ
ン

タ
ー
支
所
」
等
雪
の
調
査
研

究
機
関
の
設
置
 

国
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
 

県
内
に
雪
の
研
究
機
関
が
設

置
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
。
 

▽
フ
ラ
イ
ト
転
作
野
菜
モ
デ
ル

産
地
育
成
事
業
の
指定
 

対
象
品
目
、
地
域
性
等
を
十

分
検
討
の
う
え
、
事
業
効
果

が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
よ

う
地
区
を
選
定
し
て
行
き
た
 

し
 

▽
津
軽
北
部
地
区
広
域営
農
団

地
農
道
整
備
事
業
 

新
津
軽
大
橋
は
、
昭
和
六
十

二
年
度
で
下
部
工
が
完
了
し
、
 

今
年
度
か
ら
上
部
工
に
着
手

す
る
。
 

コ
 市

で
は
、
 「津
軽
半
島
の
新
た
な
飛
躍
」
を
目
指
し
行
政
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
六
月
三
日
、
青
森
市
で
北
村
知
事
を

は
じ
め
山
内
、
谷
川
両
副
知
事
や
県の
関
係
部
長
を招
い
て
、
 

昭
和
六
十
四
年
度
の
国
や
県に
要
望
す
る
重
点
事
業
の
説
明
会

を
開
催
し
、
事
業
の
促
進
や
採
択
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
 

 

事業促進を要望する森田市長 

 

説
明
会
は
、
当
日
午
後
二
時

二
十
分
か
ら
青
森
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
、
森
田
市
長
を
は
じ
め

吉
岡
助
役
、
山
田
収
入
役
及
び

関
係
部
長
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
 

市
長
が
 
「西
北
津
軽
な
ら
び
に

津
軽
半
島
地
域
の
中
核
都
市
と

し
て
調
和
の
と
れ
た
産
業
、
工
 

業
の
振
興
、
道
路
、
農
道
、
河

川
等
の
整
備
を
通
じ
、
都
市
機

能
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
 

各
種
事
業
の
実
現
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
北
村
知
事
は
「
五
所

川
原
市
が
、
津
軽
半
島
地
域
の
 

市発展のために協力したいと 
あいさつを述べる北村知事 
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津
軽
半
島
祭
実
行
委
員
会
の
設
立
総
会
が
五
月
ニ
＋
四
日
、
 

市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
県
、
当
市
の
ほ
か
津
軽
半
島
十
九
町
村

の
市
町
村
長
を
は
じ
め
関
係
者
約
三
＋
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

津
軽
半
島
祭
の
開
催
決
ま
る
 

7

月
m

目
・7
月
2
9目
5

別
目

・1
0月
2
8目
5
2
9目
 

名
称
 
蕊
 

鳶
「市
民
プ

ー
ル
唾
梱

e
 

市
で
は
、
幾
世
森
地
区
に
都
 
全

応
募
作
品
を
慎
重
に
審
査
し

市
計
画
公
園
整
備
事
業
の
一
環
 
た

結
果
新
谷
勝
義
さ
ん
応
募
の

と
し
て
完
成
間
近
い
市
民
プ
ー
 
「

市
民
プ
ー
ル
公
園
」
 
に決
定

ル
を
含
め
た
公
園
が
市
民
の
皆
 
し

ま
し
た
。
 

さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
 
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た

よ
う
、
そ
の
名
称
を
広
く
募
集
 
だ

き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
 

同
委
員
会
は
、
半
島
振
興
法

に
基
づ
く
地
域
開
発
の
機
運
が

盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か

ら
津
軽
半
島
の
自
然
、
歴
史
、
 

観
光
、
物
産
を
広
く
内
外
に
官
一

伝
し
、
地
域
内
市
町
村
の
連
帯
 
 

意
識
を
高
め
、
地
域
の
活
性
化

を
は
か
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て

発
足
し
た
も
の
で
す
。
 

設
立
総
会
で
は
、
津
軽
半
島

祭
の
会
期
や
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

3
【」
L

‘
ー
仁
」I
2
 

会
期
は
、
第

一
期

（
七月
十
 

日
）
、第
二
期
（
七
月
二
十
九
日

か
ら
三
十
一
日
）
、
第
三
期
（
十

月
二
十
八
日
か
ら
二
十
九
日
）
 

に
分
け
て
開
か
れ
ま
す
。
 

第

一
期
は
「
奥
津
軽
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
ロ
ー
ド
」
 
（
五
所川

原
青
年
会
議
所
主
催
）
と
題
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
皮
切
り
と
な
り
、
 

長
さ
百
H
を
越
す
「
大
虫
様
」
 

の
運
行
、
津
軽
半
島
美
人
コ
ン

テ
ス
ト
、
ご
当
地
デ
ィ
ス
コ
大

会
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

多
彩
な
催
し
を
行
い
ま
す
。
 

第
二
期
で
は
、
開
会
式
パ
レ
 

ー
ド

（
ニ
十
九日
）
、半
島
歴
史

展
、
自
然

・
観
光
展
、
物
産
展
、
 

児
童
絵
画
作
品
展
、
郷
土
芸
能

発
表
会
が
市
民
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
す
。
 

二
十
九
日
に
は
、
小
学
校
四

年
生
以
上
を
対
象
と
し
た
半
島

サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
三
十
一
日
に
は
半
島

バ
ス
の
旅
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

第
三
期
は
、「津
軽
半
島
ー
そ

の
伝
統
と
創
造
」
を
テ
ー
マ
に

フ
ォ
ー
ラ
ム
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

（
十月
二
十
八
日
）
を
市
中
央

公
民
館
で
行
う
ほ
か
、
市
民
体

育
館
で
下
北
、
北
海
道
の
渡
島

半
島
に
も
呼
び
か
け
た
三
半
島

の
産
業
ま
つ
り
を
開
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
 

役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

o

会
長
 
森
田
稔
夫
五
所
川
原

市
長
 

o

副
会
長
 
中
野
堅
司
鶴
田
町

長
、
盛
貢
木
造
町
長
、
木
村

武

一
平
館
村長
、
村
上
純
一

五
所
川
原
商
工
会
議
所
会
頭
、
 

正
木
勉
三
厩
商
工
会
長
 

o

監
事
 
大
橋
忠
勝
金
木
町
長
、
 

山
田
清
昭
三
厩
村
長
、
細
川

政
弘
県
企
画
部
地
域
振
興
課

長
 

※
な
お
、
日
程
及
び
参
加
者
募

集
に
つ
い
て
は
五
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
 

 

設立総会であいさつする森田市長 

 

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ほ
ど
名
称

が
決
定
し
ま
し
た
。
 

待
望
久
し
い
市
民
プ
ー
ル
（
 

の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
、
 

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
 

市
で
は
、
市
長
、
助
役
、
各

部
長
な
ど
で
構
成
す
る
庁
議
で
 

ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
方
々
で
ご
ざ
 

い
ま
す
。
 

（
敬
称略
）
 

特
選
 
新
谷
勝
義

（
漆川
）
 

入
選
 
新
谷
海
（
漆川
）
、花
田

順
子
（
太
刀
打
）
 

佳
作
 
岡
田
」邑
一
郎
（
沖飯
詰
）
、
 

斎
藤
由
雄

（
神
山）
、関
ミ

ス
（
湊
）
、
三
浦
裕
子
（飯
詰
）
 

着々とエ事が進む市民プール 



北
 
電
 
力
 
グ
 
ル
 
ー
 
プ
 

東 

ゾ
 

明
る
い
街
づ
く
り
に
と
街
路
灯
5
基
 

総
務
庁
で
は
、
市
民
の
行
政

に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
に

応
じ
、
そ
の
解
決
を
手
助
け
す

る
た
め
、
行
政
相
談
委
員
を
委

嘱
し
て
い
ま
す
。
 

相
談
は
無
料
で
ロ
頭
、
電
話
、
 

手
紙
の
い
ず
れ
の
方
法
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
 

相
談
を
受
け
た
行
政
相
談
委

員
は
、
秘
密
を
守
り
親
身
に
お

世
話
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
 

相
談
の
内
容
は
、
役
所
の
仕

事
に
関
す
る
こ
と
で
、
法
律
や
 

▽
相
談
日
 
毎
週
木
曜
日

（
午

前
十
時
ー
午
後
三
時
ま
で
）
 

▽
場
所
 
市
民
相
談
室

（
か
⑩

一
二
一
一
番内
線
二
八
一
番
）
 

o
稲
葉
忠
司
（
市
内寺
町
一の
五
）
 

商
 
業
 。
⑩
三
六〇
六
番
 

行
政
相
談
所
 

手
続
き
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

な
ど
、
日
頃
お
困
り
に
な
っ
て

い
る
こ
と
や
不
満
に
思
っ
て
い

る
こ
と
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

行
政
相
談
委
員
の
紹
介
 

（
敬
称略
）
 

〇
川
村
昌
子
（
市
内
敷島
町
一
の
四
）
 

歯
科
医
 。
＠
二
五
一
九番
 

青
森
行
政
監
察
事
務
所
 

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

東
北
電
力
グ

ル
ー
プ
で
は
五
 

と
「
街
路
灯
」
五
基
を
寄
贈
、
 

森
田
市
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
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森田市長（右）に目録を手渡す藤村所 
長（左から 2人目）と金田一所長（左） 

1
 

交通事故発生状況 （五所川原警察署提供／昭干ロ63年 5 月31日現在） 
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死亡‘ドI牧 
0 

継続日数 
74 104 6,356 1, 053 2,591 78 541 21 351 926 6,356 

死亡事故発生状況 
発 生 日 時 発 生 場 所 第 1当事者 第 2 当事者 状 	 況 

5 月10日 	19 】 02 大字稲実字米崎72-1 軽四輪貨物 
21歳 男 

歩行者 
61歳 女 

軽四貨が道路左側の背面歩行者に
衝突 

歩行者、とくに子供と高齢者、身体の不自由な
人たちを交通事故から守りましょう 

飲酒暴走運転を根絶しよう 
ノ 

2
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津軽半島祭日程一盛りだくさんのイベノトを準備しました 

>7月 l0日旧）12:00～ 市内大町 

奥津軽観光 「トライアングルIコード」 

〇津軽半島美人コンテスト〇i旦：界一 「大虫 

様」 運行叱つ津軽半島デ’ィスコ大会 イ也 

>7月29日（金） 

津軽半島サイクリング 8:00- 
小学校 4 年生以上を文寸象に 

半島サイクリング 

開会パレード io:oo～ 市内一円 

開 会 式 	11:00～ 市民体育館 

ン 7月29日（金-)-----3 1 日（日）市民体育館 

津軽半島歴史展 9:00- (29日．ii: 30-) 

〇郷土の歴史等を写真・年表でま召介〇安倍 

・安東展コーナー 他 

津軽半島自然・観光展 9: 00-(29日．11:30) 

〇市町村コーナー〇津軽半島立体模型〇ビ

デ与十コーナー I也 

津軽半島物産展 9:00- (29日．ii: 30-) 

0特産品の展示即売〇実演コーナー -f也 

児童絵画作品展 9:00- (29日．ii: 30-) 

小学校児童による絵画作品展 

郷土芸能発表会 9:00- (29日．11:30-) 

各市町村交替で郷土芸能を紹介 

ン 7月31日（日） 7:10- 

津軽半島バスの旅 

津軽半島の自然観光及び”歴史探訪 

ン l0月28日（金） 10:00～ 市中央公民館 

フォーラム・デスカッション 

テーマ 「津軽半島一その伝統と創造」 

（交流新時代を迎えて） 

.1 0月28日（金）~29日（土） 9:00- 
津軽半島産業まつり 市民体育館 

下北・渡島半島地域にも参加を要請し、三 

半島の物産展を開催する 

, 

津軽半島祭参加者募 集―ふるってご参加ください 

津軽半島祭で・は、盛りだく さんのイベントを

実施いたします。多数のご参加をお待ちしてし、 

ます。  

L 津軽半島美人コンテスト 

食）～十三湖大橋～富●を～亀ケ岡公園（小休

憩）～南広森～柴田～下相野～乾橋～市民体

育館（午後 3 時） 

※参加者全貝に T シャツを差し上げます。 また、 

お楽しみ抽選会もあります。 

ン日日寺 	7 月10日 （日）午後1日寺～ 3 日寺 

ン場所 市内大町 「丸友デ’パート」 6 階催事場 津軽半島バスの旅 
ン選出 	ミス津軽半島 	1名 ）日日寺 	7 月31日 （日）市役所前午前 7 時10分 

準ミス津軽半島… 2 名 ンコース 

ン賞 入賞者には賞状と賞品を、また参加者全 ①西海岸コース 柏村日本最古のりんご樹～森 

貝に記念品を差し上げます。 

ン参加資格 満18歳以上の未婚の女性で津軽半

島地域居住の方。 

ン申込締tlJ 所定の申込書に」必要事項を記入の

うえ、 6 月30日までに申し込んでください。 

ン申し込み先 五所川原市字岩木町12 五所川

原市役所総務部秘書企画課（”電5)2111番内線 

3 1 8 番） 

津軽半島サイクリング 
＞其月日 7 月29日 （金） 

ン集合場所及び時間 

五所川原駅前に午前 7 時30分までに集合、 

ン参加資格 小学校 4 年生」』又上の健康な方 

＞参加料金 1メ、 300円 

ン申込締I刀 7 月 9 日までに所定の申込書に参 

加料を添えて、市役所秘書企画課ヘ 

ンコース 五所川原尉く（津軽鉄道利用）～中里 

駅より実走～今泉～十三湖・中の島公園（昼  

田村歴史民俗資料噴官～木造町徐竃文住居展示資 

料館～車力村高山稲荷神社～千畳敷（昼食） , 
～深浦町F］覚寺～岩崎村十二湖～鶴田町廻堰 

～五所川原（午後 7 時） 

②北端一周コース 金木町斜陽館・歴史民俗資 

料館～市浦村唐川城比・山王坊遺跡～竜泊ラ 

イン～三厩村青函トンネル記念館・体験入坑 

（昼食）～今別町婁月海岸～平館村松前街道 

～蟹田町観1閑山展望台～五所川原（午後 7 時） 

レ参加料金（昼食・見学料含む） 

〇西海岸コース 大人 3,000円 

中学生」』丈下 2,500円 

〇北端一周コース 大人 4,000円 

中学生以下 3,000円 

レ募集人員 各コースとも50名 

レ申込締切 7 月15日 （金） 

ン申し込み先及びお問い合わせ先 

五所川原市字旭町 2 
（掬青森観光センター（雪国）41 71番） 
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無料法律相談所を開設 
お気軽にどうぞ 

交通事故をはじめ、土地、家屋の問題、金銭 

の貸し借り、離婚、相続等と私達の暮らしには 

いろいろな問題が起こります。 

法律上の問題は、早目に専門家の意見を聴き 

的確な解決を図ることが大切です。 

）日日寺 7 月23日 （土）午後 1β寺～ 4 時 

ン」易所 市民課 市民相討乏室 

レ担当弁護士 中林裕雄先生 

ン申し込み期限 7 月 8 日（金）まで・ 

ン申し込み先 市民相談室（廿⑩2111番内線 2 

8 1番） 

相談申し込みは電話で’も受イ寸けます。 

氏名と相談事項、電話番号をお知らせ下さい。 

r  なお、先着10人で糸帝め切らせていただきます。 

警察官採用試験 
県警本部では、警察乍『（大学卒）の採用試験

を行います。 

試種
 
験

別
 

受 験 資 格 
採予
人
 
用
定

員
 

試験日程 

昭和36年 4 月 2 日 ⑨第1次 

から昭和42年 4 月 1 試験 

日までに生まれた男 7 月31日 

警察官 子で、学校教育法に 
（日） 

(A) よる大学の学部を卒 
青森商業

高等学校 
昭和64 業した者又は昭和64 約15人 

年 4 月 年 3 月31日までに卒 
⑥第 2 次 

試験 
採 用 業する見込みの者（ 9 月 6 日 

人事委員会が同等の （刃 
資格があると認める 青森県 

者を含む。） 警察本部 

レ受験申し込み 7 月 4 日まで’ 

なお、警視庁、神奈川県、千葉県、埼玉県、 

及び静岡県の警察官を志望する人も同時に受験

することができます。 

※詳しいことは、五所川原警察署（廿亘5>2141番） 

へどうぞ’。 

自動車税 6月釦日まで 
最寄リの銀行、信用金庫、信用組合、農業協

同組合又は郵便局から納めてください。 

⑨納税通知書の 1枚目は、納税証明書となりま 

す。 自動車検査証と一緒に保管しましょう。 

※詳しくは、五所川原県税事務所（廿⑨2111番 

内線 2 1 0 ・ 2 1 1番）へどうぞ。 

五所川原市コミュニティカレッジ 

「情報処理基礎・利用技術」 

講座開設 
市教育委員会では、IL所川原巾コミュニティ 

カレッジ （地域振興大学） を開設します。 

ン開設期間 7 月23日から12月まで’の第 1 一 3 

L曜日 （10日間）午後 2 時から 5 時まで’ 

）場所 市中央公民館及び青森職業訓練短期大 

学才交 

レ学習内容 専門コース 「情報処理」 30時間 

レ定員 4 0 名 

レ講師 青森職業訓練短期大学校教官他 

ン間い合わせ先 市教育委貝会社会教育課（廿 

国） 2111番内線 2 5 0 番） 

※詳しいことは、市広報 7 月1 日号で才う知らせ 

します。 

「松陰の道」 参加者募集 

青森県歴史の道整備促進協議会では、松陰の

道めぐりを行ないます。 

みなさんの多数のご参加をお待ちしておりま

す。 

＞日時 	7 月10日（日） 7:50- 19:20 

ンコース 五所川原中三前7:50→五所川原資 

1斗館→金木資料館→十三湖→吉田松陰碑→福 

島城跡→小泊→七ツ滝→松陰道→竜飛崎→義 

経寺→高木恭造碑→平館台場→中三育ln9: 20 

）出発時間 五所川原中三前 午前7:50 

ン会費 4, 500円（昼：食、見！学料） 

レ申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴

史のi首整備促進協議会事務局（"01774D1064 

番） 

ン申し込み締切 7 月 1 日 （金） 

レ申し込み受付時間 午前 8 時30分・～午後 4 時

まで・（日曜日を除く） 

国民年金の保険料が 

月額7,700円に 
4 月から、保険料 7)額が毎月 7 ,700円に なリ

ました 

納め忘れがあったり、納めないまま放ってお

いたりすると、将来の年金の額が低くなってし

まいます。 

また、納めていない期間が長く なると、年金

を受けられなくなります。 

保険料を納めることは、 とても大切なことて‘ 

す。必、ずきちんと納めるようにしましょ う。 
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莫生山 第招回八甲田の自然を見る会 
ー― 一ー 	 一五所川原山の会― 

）は、皆さんと 	山の好きな人、山に登リたい人、お気軽に参 

育てる契約を結 ン期日 6 月26日（日） 

レ会費 一般 3,000円、中学生 2,800円（説明 

会時に納入ください） 

ン募集人員 40人になり次第締七U（ただし中学 

観光地の旅館割 	生以上で体力に自信のある人） 

等の優遇利用な N集合場所 市民文化会館 

レ発着時間 出発 午前 6 時15分、帰着 午後 

ン申し込み、 お問い合わせ先 長尾信寛さん（ 

か国3115番）ノ、、 	市内松野木 費⑩2807番）へどうぞ。 

＠説明会を開催します。 

,，一ー“ →＋，メ→ー 	 〇日時 6 月22日 午後 7 日寺～ 

,'.. Mr ーーフフーノ1、 	 〇場所 市勤労青少年ホーム（市民体育館隣 

調理師試験 
レ期日 8 月28日 （日） 

ン場所 青森山田高校 

レ願書受垂士日 7 月 1 日～12日まで’ 

@）調理師試験準備講習会 

ン日日寺 8 月22日～23日 （ 2 日間）午前 9 時～ 

午後 4 時 

N場所 市民文化会館 

レ受講料 6,000円（教材及ひ”昼食含・む） 

※なお、手続きその他については五所川原保健 

所（か亘④）2108番）へお間い合ゾっせくノごさい。 

緑のオーナ 
A, 
云 

緑のオーナー（分」収育林制度）は、皆さんと

国有林との間で才直えてからおおむね30~35年生

のスギ人工林について、共同で育てる契約を結

ぶものです。 

ン負担金 1口当たり 5 0 万円 

N募集期間 7 月下旬まで’ 

N'持典 契約者には、全国有名観光:1也の旅館割

引利用、国営・国設スギー場等の優遇利用な

どの特典が受けられます。 

⑥契約で定めた時期に立木を販売して、その」収

益の分配を受けます。 

※詳しいことは、金木営林署（か国3115番）へ

どうぞ、 

むね30-35年生 加してください。 

売して、その」収 	6 時30分、 

、、こぎん刺し、、 受講生募集 
N対象 技術を身につけ就」業に役立てたい婦人 

ン内容 基礎の模様の刺し方、 グラフの見方・ 

かき方、模様の展開のしかた、作品製作の実 

際 

ン日時 7 月 7 、 8 、 11. 12. 14. 15. 18. 19 

日の 8 日間。午前10時～午後 3 時 

N募集人員 15名 

レ持参するもの 筆記用具（赤鉛筆を含む） 

ノート、糸切りばさみ、 ものさし、 しつけ糸、 

印かん、昼食 

N会場 働く婦人の家 

＞申込締切 7 月 5 日まで’ 

N申し込み先 県婦人就業援助センター五所川 

原駐在所 佐々木さん（働く婦人の家内かG) 
s8りs 番 主 てい 

役立てたい婦人 	 り） 

バレーボール会員募集 
レ対象 ノくレー,」ぐールの好きな人であればどな

たで、も勧こi里 

N練習日 昼ー毎週水曜日午前 9 時～正午まで・

夜―毎週木曜日午後 7 時～ 9 時までき

＞練習場所 市民体育館 

＞連絡先 佐々木和子さノくノ（か電5)0343番）へど 

,そ 

.S、るさとの歴史を語る会 
―北奥文化研究会ー 

＞日時 6 月26日 （日）午後 1時30分～ 3 時 

ン場所 市歴史民俗資料館 

＞テーマ 俵元新田について 

レ講師 岩崎繁芳氏（北奥文化研究会会貝） 

＞受講料 無料 

市民の皆さんノお誘い合わせてどうぞ。 

~ 

花しようぶまつり 
市民の皆さんの多数のおいでをお待ちレています。 

レ期日 7月9日、10日、11日（3日間） 
レ場所 市広域新農業センター（市内毘沙門） 
※詳しいことは、市広域新農業センター（公⑩2104番） 

/＼どうぞ。 
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ン日時 7 月 1・ 8 ・15・22・29日 （毎週金曜

日）の午前10時～午後 3 時 

＞内容 保健婦が血圧の測定や尿検査を含めた

健康相談に応じます。 赤ちゃんからお年寄り

まで、お気軽にどうぞ。 

お問い合わせは市衛生課（か⑩2111番内線 2 

6 8 番）へ。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

ン受ィ寸時間 12:45-13:OOまで’。 

＞持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳！尼は尿検査も行いますク）で当日きれいに 

r 洗った小ビンに尿を入れて持ってきてくださ

し、 

※注意 6 カ月児健康相談の際に、神経芽細胞

腫（小児がん）の検査セッ トを配イ寸しますが、 

当日一つごうで来れない場合は検査セッ トを衛生

課窓口にて配イ寸しますので 6 カ月、 7 カ月の赤

ちゃんはゼ紀ナおいでください。 

なお病気療養中（特に伝染病の病気）のお子

さスJはこご遠慮くノごさい。 

月 令 対象児 期 	日 内 容 

3 カ 月 児 S 63年 3 月生 7 月12日（火） 健康診査 

6 カ 月 児 S62年12月生 7 月19日（幻 健康相談 

I 	歳 児 S62年 6 月生 7 月25日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 S 62年1月生 7 月26日（幻 健康診査 

3 歳 児 S60年 3 月生 7 月21日困 健康診査 

， お間い合わせは、市衛生課（。⑩2111番内線 

‘ 	2 6 8. 2 7 2 番）へどっそ丁。 

休日・夜間糖急病は 
一J、当町瞥讐磐．父i zxJq・,什YりM 
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7月の保健センター「相談日」 ツ反・BOG接種 
お子さんの健康をどi」ニるために、ぜひ接種を受： 

けさせましょうノ 

ン対象 生後 6 カュ月から48か月までの乳幼児 

（ただし、いままで’にBCGの接種を受けた

乳幼児は除きます。） 

レ受付時間 午後1時～ 1時30分 

レ場所 市保健センター 

ン半斗金 無米斗 

ン注意事項 ①母子健康手帳は必らず持参して

ください。（②）当日の朝、‘必らず体温を計って

きてください。（③）お子さんの体質を良く知っ

ている方がお連れください。 
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6 月29日困 7 月 1日圏 

南 	小 	学 	区 
梅 沢 	地 	区 

7 月 5 日（刃 7 月 7 日困 

栄地区（みどリ町除く） 
長 	矯 地 	区 

7 月 6 日困 7 月 8 日圏 
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7 月13日困 7 月15日圏 
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7 月20日困 7 月22日園 
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7 月27日困 7 月29日圏 

狂犬病予防注射と 
登録の追加実施にニル、て 

ン犬の登録は年 1回です。 

＠飼い主の皆さんへ 

(1）犬の登録をしないと 

(2）犬の注射を受けないと 

※放し飼いは事故のもとで・す。 他人に迷惑をか 

けますから絶対にしないでください。 

詳しいことは、市衛生課子防衛生係（”⑩21 

11番内線 2 7 2 番）へお問い合ゾっせください。 

ン日時 7 月 4 日～ 5 日 9:30- 15:30 

ン場所 五所川原保健所 

犬a万主射一・登録手数料表 

区： 分・ 金 	額 

注 射 手 数 料 2,760円 
登 録 料 2,l0〇円 

計 4,86〇円 
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